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　有機農業をアジアに広げる新庄村の取り組

みに、医療ＮＧＯｒＡＭＤＡ」と岡山商大が

協力することになった。10日、三者が村役場

で発表した。約１認の農地で農薬や化学肥料

を使わない農法を研究しながら、ベトナムや

フィリピンなどとの人的交流を進める。レ
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新
庄
村
は
４
月
１
日
、
「
ア

ジ
ア
有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
」
推
進
条
例
を
施
行
。
こ
れ

に
賛
同
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波

茂
理
事
長
、
岡
山
商
大
の
岸
田

芳
朗
教
授
ら
が
９
日
、
こ
れ
に

連
携
す
る
「
活
動
推
進
協
議

会
」
を
発
足
さ
せ
、
村
内
で
有

機
農
業
に
取
り
組
む
稲
田
泰
男

さ
ん
を
会
長
に
選
ん
だ
。

　
農
地
は
菅
波
理
事
長
が
個
人

で
買
い
上
げ
、
稲
田
さ
ん
ら
が

耕
作
を
担
当
。
今
年
は
6
0
何
で

米
、
4
0
何
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
を
栽
培
す
る
。
す
で
に
田

に
は
堆
肥
や
粉
炭
を
入
れ
て
荒

お
こ
し
を
済
ま
せ
、
2
0
日
ご
ろ

田
植
え
を
す
る
。
ゼ
ミ
学
生
と

参
加
す
る
岸
田
教
授
は
約
１
８

０
～
２
０
０
羽
の
ア
ヒ
ル
を
田

に
入
れ
、
独
特
の
有
機
農
法
に

取
り
組
む
。

　
ア
ジ
ア
各
国
と
の
連
携
を
担

う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
理
事
長

稲田泰男会長から田植えの準備状況を聞＜
菅波茂理事長'(右)＝新庄村の野土賂地区

は
、
ペ
ト
ナ
ム
で
2
0
燧
の
農
地

を
取
得
し
、
農
薬
と
し
て
効
果

の
あ
る
ニ
ー
ム
の
木
1
2
万
本
の

植
樹
を
進
め
て
い
る
。
協
議
会

は
３
ヵ
月
以
内
に
ベ
ト
ナ
ム
ヘ

調
査
団
を
派
遣
し
、
有
機
農
業

の
実
態
調
査
や
研
修
生
の
受
け

入
れ
を
急
ぐ
。
将
来
は
、
ア
ジ

ア
各
国
に
「
新
庄
フ
ァ
ー
ム
」

を
整
備
す
る
と
い
う
。

　
新
庄
村
を
選
ん
だ
理
由
に
つ

い
て
菅
波
理
事
長
は
、
「
合
併

し
な
い
宣
言
を
し
た
新
庄
村
は

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
有
機

農
業
を
実
践
す
る
舞
台
に
ふ
さ

わ
し
い
」
と
話
す
。

　
ア
ジ
ア
で
の
有
機
農
業
に
つ

い
て
岸
田
教
授
は
「
技
術
的
、

規
模
的
に
こ
れ
か
ら
で
、
村
へ

の
期
待
は
大
き
い
」
。
笹
野
寛

村
長
は
「
村
が
日
本
の
有
機
農

業
の
基
地
、
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
レ
ペ
ル
に
上
げ
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
‐
　
　
（
中
村
二
郎
）
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